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第 1 章緒論においては, この分野における研究のすう勢を概観し問題点を指摘することにより, 本研究
の背景ならびに目的について述べている｡
第2章においては, 本研究に採用された 2つのX線回折技術すなわち, ディフラクメータ法によるプロ
フアィルアナリシスおよび細束X 線回折による解析法とそれらの材料強度学への応用等について述べてい
る｡ まず, 通常のディフラクトメータによって 得られる 回折像より, 積 分 巾 (または半価巾) 蚤求め,
これ らをHallの方法によって解析することにより, 微視的内部ひずみと微視的粒子径の両者を分離する方
法について述べている｡
さらに, 入射X線径を小さくした場合 (約50ミクロン径) の袖束X線技術とその 解析について述べてお
り, 細束X線回折像より結晶粒内部に塑性変形にともなって生じる副結晶の大きさ (Subgra-まnSize),












み量に比例することを指摘している｡ さらに, これらの加工材を高温 (450oC)のもとで 回復させると微
視的内部ひずみは回復時間の対数に対して直線的に減少するのに対し, 全方位差はこの温度における回復
に際してはほとんど変化せず, 回復によって過剰転位がほとんど消滅しないことを示している｡


















前半においては,0.16%炭素鋼を温度450oC, 応力 16-0kg/m m 2の矩形波状の変動応力のもとでのクリープ
変形挙動と微視組織学的変化について詳細に論じており, 後半においては応力の変動条件が変わる場合の































3. 0.16%C鋼7)450oC, 応力 16- 0kg/m m 27)矩形波状変動応力クリープにおいて, 負荷期間 T に対す
る応力変動周期 P の比 T/ P および P を数段に変えて変動応力クリープ試験を行い, その各過程における
各種パラメータの変化を測定して次の結果を得ている｡1)変動応力クリープ過程中の副結晶粒の大きさは応力変動周期およびT/Pに関係なく一定である｡
2) 微視的粒子径は再負荷時の遷移クリープに密接な関係をもつ ｡ 粒子径は負荷直後および応力休止の
初期に比較的短時間に可逆的に変化し, 負荷変形抵抗を示す重要なパラメータである｡
以上を要するに本論文は高温機器設計上重要な問題である変動応力クリープにおける材料の力学的挙動
とX線回折技術により得られる微視組織の変化に対応するパラメータとの対応を明らかにし, 従来, 現象
論的に論じられるに止っていたこの問題の解釈に新しい視野を与えるもので学術上, 工業上寄与するとこ
ろが少なくない｡
よって, 本論文は工学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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